
大
正
回
毎
戸
川
月
ニ
ヤ
一
同
第
三
閣
田
信
組
胃
置
可
『
穆
局
-
回
一
回
辺
司
)

-- F司 2王盆手フ~:;;:. :f'日匠百辛子電量日

(禁

輔

載

4
2
4
醐

晶

叢

人
税
物
税
の
分
界
並
に
特
徴
・
・
・
・
・
・
法
皐
博
士
紳
戸
正
雄

人
口
密
度
三
経
済
生
活
・
・
・
・
・
・
-
穫
量
-
博
土
汐
見
三
郎

敷島一
a

的
経
済
串
の
論
理
的
構
造
の
批
判
・
同
文
明
学
博
士
米
田
圧
太
郎

崎

両

聞

神

相

仙

米
の
生
壁
地
主
消
費
地
ご
の
封
立
・
内
総
消
息
上
谷
口
古
宮

信
用
さ
資
本
・
・
・
・
・

E
-
-

経

済

宰

土

中

谷

責

国
勢
調
査
に
於
け
る
人
口
の
概
念
-
-
-
経
潜
率
土
岡
崎
文
規

蜂

棺

錐

邸

都
市
公
企
業
の
財
政
的
意
味
・
・
・
・
・
き
ま
+
土
大
谷
政
敬

植
民
的
活
動
何
時
政
治
的
支
配
に
就
い
て
・
・
経
済
事
土
金
持
一
郎

歴
史
評
口
事
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
事
土
竹
中
靖
一

み
た
山
『
綜
合
経
済
皐
』
概
念
・
・
・
・
・
経
済
皐
土
桑
原
晋

辻
仙

A
下

地
租
法
・
帥
官
業
牧
金
税
法
中
吹
正
法
律
・
砂
糖
消
費
税
法
申
改
正
法
律
・
織
物
消
費
税
法
申
改
正
漆
律

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



歴
史
哲
事
に
就
い
て竹-

.J~，，，~ 

t何

は

が

近
時
艦
潜
畢
に
於
け
る
暦
奥
混
と
抽
象
的
理
論
滋
と
の
封
立
は
、

『
庵
奥
』
な
る
も
の
L
意
味
白
誤
解
に
基
〈
所
多
き
か
に
思
ば
れ
る
。

我
身
は
『
暦
奥
と
は
何
ぞ
宇
』
を
、
深
〈
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね

隈
奥
哲
撃
は
、
新
し
壱
意
味
に
於
い
て
、
我
L

々
に
と
っ
て
、
再
び
重

大
な
問
題
と
な
ヲ
た
。
以
下
は
、

-
N

・
C
-

の
c
=
E
n
s
o
p
-
e
r
o

】V
F
巴。
E
1
M】
『
。
『
出
F
Z
4
・
S
U
E
-
の
大
要
で
あ
る
。
何
ら
か
の
意
味

に
於
い
て
、
歴
奥
白
意
味
を
省
み
る
の
手
掛
と
も
な
れ
ば
、
幸
甚
で

あ
る
。

し

奇

で
歴
史
者
畢
の
概
念

暫
畢
と
は
、
金
檀
と
し
て
の
世
界
に
闘
す
る
思
索
で
あ
る
。

第
三
十
二
血
管

八
七
八

第
五
競

一
二
六

選
ば
れ
た
る
一
部
分
の
世
界
の
性
質
に
つ
い
て
研
究
す
る
も
の

は、

R-g円
一
回
円
で
あ
り
、
そ
の
性
質
そ
の
も
の
や
研
費
す
る
も

の
は
、
哲
事
者
で
あ
る
。
精
確
仁
云
ふ
な
ら
ば
、
苦
鳳
一
ほ
、
事

物
の
普
遍
的
必
然
的
性
質
や
究
め
、
阻
止

8
2

殊
的
偶
然
的
性
質
や
究
め
る
。

は
、
事
物
の
特

借
て
、
「
或
物
の
哲
閣
ま
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
『
或

物
』
は
、
菅
に
世
界
の
躍
な
ゐ
一
片
で
あ
る
の
み
な
ら
中
、
全
館

と
し
て
の
世
界
の
一
側
面
笠
岡
田
田
宮
町
円
で
あ
り
、
事
物
の
普
遍

的
必
然
的
特
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
、
『
歴
史
の
哲
聞
申
』

な
る
も
の
が
寄
在
す
る
と
す
れ
ば
、
歴
史
は
、
人
類
の
普
遍
的

必
然
的
関
心
事
で
あ
り
、
世
界
の
普
遍
的
必
然
的
側
面
に
於
け

る
閥
心
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈
て
の
み
、
歴
史
は
哲
皐

と
結
び
付
く
。

歴
史
は
、
過
去
の
研
究
で
あ
る
。
然
る
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
物

は
過
去
を
も
っ
。
故
に
事
物
の
歴
史
的
側
面
は
事
物
の
普
遍
的

必
然
的
側
面
で
あ
る
。
過
去
の
研
究
と
し
て
の
歴
史
は
、
こ
の

故
に
、
人
類
の
普
遍
的
必
然
的
閥
心
事
で
あ
る
。
併
し
、
歴
史

は
特
殊
な
る
関
心
事
で
あ
る
。
歴
史
は
知
的
関
心
事

M
H

ロ回『
T



円。-一
o
n
p
M
H
一一口【
O

円。島問

知
識
の

一
形
式
で
あ
る
。

で
あ
り
、

歴
史
哲
皐
の
任
務
は
、
知
識
の
二
の
形
式
の
本
質
的
特
性
を
褒

見
す
る
こ
と
に
存
す
る
。

一
形
式
の
知
識
の
本
質
的
特
性
は
、
そ
の
知
識
が
、
そ
れ
に

固
有
な
法
則
に
従
っ
て
組
織
せ
ら
れ
、
一
の
特
殊
な
研
筑
領
域

金
形
成
す
る
も
の
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
に
る
、
一
健
の
思
想
と

し
て
の
形
を
取
り
始
め
た
時
に
於
い
て
の
み
、
初
め
て
間
明
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
縫
っ
て
、
歴
史
哲
朗
牢
が
、
歴
史
白
樫
の

震
展
と
並
行
し

τ蛮
展
す
る
こ
と
も
亦
首
鉱
で
あ
る
。

=
、
廃
史
哲
畢
の
概
怠
の
震
展

そ
の
第
一
歩

l
F
gロ

ω

我
h

は
第
十
七
世
紀
以
前

に
湖
る
を
裂
し
な
い
。

p
h
r
z
a
E
Z
D
O
M
国

g
M
E
f
〉

E
C
M
な
ど

は
、
歴
史
を
以
て
、
或
る
榊
重
な
、
叉
は
榊
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
計
叢
に
従
っ
て
進
行
す
る
も
の
と
な
し
た
が
、
か
、
る
計
壷

は
決
し
て
歴
史
哲
撃
と
云
は
る
べ
き
も
の
で
な
い
e

寧
ろ
、
歴

史
的
知
識
の
一
躍
系
や
築
か
ん
と
し
た

]
{
》
む

-
H
F
Z』
mhu

F
Z
]
F
 

叶

R
吉
田
な
ど
の
方
が
歴
史
哲
撃
に
近
い
も
の
を
持
っ
て
ゐ
る
。

歴
史
哲
撃
に
就
い
て

し
か
し
、
彼
等
の
歴
史
も
、
書
へ
庚
汎
で
あ
り
、
普
遍
的
で
は

あ
っ
て
も
、
依
然
事
貨
の
絞
述
に
終
っ
て
ゐ
る
。
歴
史
哲
皐
と
は

結
局
、
『
歴
史
と
は
何
ぞ
や
』
に
答
へ
ん
と
す
る
真
剣
な
試
み
に

他
な
ら
な
い
。
然
る
に
、
古
代
歴
史
家
の
中
に
は
、

一
人
と
し

τか
、
る
問
題
や
提
出
せ
る
も
の
が
な
い
。

E
h
Dロ
に
到
っ
て

初
め
て
、
我
々
は
『
歴
史
と
は
何
ぞ
や
』
に
答
へ
ん
と
す
る
試
み

を
見
出
す
の
で
あ
る
の
V

彼
は
、
人
間
精
紳
の
作
用
に
闘
す
る
組

織
的
研
究
を
展
開
し
、
精
一
柳
作
用
は
、
誌
と
歴
史
止
哲
皐
・
と
の

石

P
:
、r
L
、

二
虫
ロ
m
h
dメ
+
4

R
F
市
白
山
ト
占
側
、
い
て

F
、

日
h
v

仇
肌
・
日
い
h
E

町
一
品
・
胴
抱
牛

t
r劃

町丹、

r
t
t
dノ
」
品
川
岨

Rι=一一岡本
U

E一恥
ι
1
J
I

能
力
に
よ
る
と
し
た
。
併
し
、
彼
め
歴
史
理
論
は
全
く
簡
宣
で

あ
る
。
歴
史
的
知
識
は
、
結
局
、
記
憶
に
依
り
、
直
接
記
憶
し

得
な
い
こ
と
は
、
記
憶
し
叉
は
記
憶
せ
し
人
々
の
建
せ
る
典
諜

E
F
F
C
ユG
に
よ
っ
て
知
る
の
で
あ
る
。
記
憶
と
典
擦
と
が
、
か

く
て
、
歴
史
の
二
重
の
根
底
を
形
成
す
る
。

原
資
料
の
軍
な
る
騎
馬
は
、
歴
史
で
は
あ
り
得
な
い
。
歴
史

家
は
、
文
献
が
提
供
す
る
資
料
を
一
つ
の
纏
っ
た
も
の
に
仕
上

け
ね
ば
な
ら
ぬ
.
費
料
の
加
工
、
資
料
に
な
き
事
跡
の
推
定
、

資
料
の
債
値
判
断
等
は
、
歴
史
家
の
任
務
で
あ
る
。
併
し
、
こ

第
三
十
二
審

zn
七
九

第
豆
掛
勘

七

伊jへぽ Polibi曲目『磐遁世界史、首事件全但のi際概観』の刻曹。
cf. Bacon， De Augmentis Scientiarum， 1622. 2) 



国
崎
具
哲
皐
に
就
い
て

一
れ
ら
は
、
歴
史
壌
に
於
け
る
技
術
の
殻
遣
を
倹
っ
て
ニ
そ
、
初

め
て
可
能
と
な
る
。

F
n
g
の
時
代
は
、
未
だ
そ
の
域
に
達
し

て
ゐ
な
か
っ
化
。

m.
研
究
方
法
の
問
題
ー
ョ

3

歴
史
家
で
あ
っ
た
の
2
5
g淳
一
山
富

J
5
8

史
地
古
山
り
基
礎
令
置
い
た
。
彼
の
主
な
閥
心
が
際
史
研
究
の
方
法

哲
事
者
で
あ
り
、

ま
た

が
、
初
め
て
近
代
医

に
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
研
究
が
山
代
史
で
あ
の
、
従
っ
て
研

気
射
的
班
が
あ
ま
の
世
に
知
ら
れ
な
い
も
の
で
、
資
料
が
乏
し
か

っ
た
が
故
に
、
彼
は
却
っ
て
健
全
な
研
究
方
法
の
必
要
や
知
つ

化
。
何
が
信
頼
す
べ
か
ら
ざ
る
か
を
理
論
的
に
研
究
す
る
こ
と

め
重
要
さ
や
認
め
叫
彼
は
、
歴
史
壌
に
於
け
る
誤
謬
の
主
要
起

源
eq
闘
民
的
幻
想
に
よ
め
古
代
を
美
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
の
中

に
見
出
し
た
。
そ
し
て
河
言
語
準
、
神
話
事
、
相
時
設
等
が
利
用

さ
る
べ
き
を
主
張
し
た
。

ヨ
S
の
貢
献
は
次
の
一
騎
に
あ
っ

た
|
彼
に
と
っ
て
は
、
歴
史
は
典
擦
の
承
認
叉
は
否
定
で
は
な

く
、
典
操
の
解
樺
に
闘
す
る
こ
と
で
あ
つ
に
。
歴
史
皐
的
思
想

の
章
黙
は
、
か
く
て
、
歴
史
家
が
依
っ
て
以
て
文
献
ぞ
解
阻
碍
す

る
所
の
原
理
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

同
ヨ
】
門
の
論
4r
る
如
く

第
三
十
二
巻

A
A
O
 

第
五
披

A 

知
識
は
、
感
受
の
輿
料
念
宮

が
心
自
轄
の
本
質
の
中
に
某
礎

付
け
ら
れ
た
原
理
に
依
っ
て
解
縛
せ
ら
れ
た
時
、
心
の
内
部
に

起
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
歴
史
的
知
識
も
亦
、
過
去
が
置

き
去
り
し
輿
料
ぞ
ば
、
歴
史
躍
的
思
想
の
並
回
一
通
的
必
然
的
原
理

に
よ
り
解
侍
す
る
ニ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
家
が
各
自
で
築
き
上

け
に
も
の
で
あ
る
。

か
ち
る
基
礎
概
念
は
、
我
々
が
全
く

5
2

(3) :負
J、

普、所
i画、で
底、あ
史、る

出。

" 
よ

出

" 
J、、

歴
史
事
的
研

究
方
法
の
委
見
は
、
普
遍
歴
史
戸
「
E
2
5
二
-
E
S
q
帥
ち
完
全

な
世
界
歴
史
の
可
能
性
を
推
定
せ
し
め
た
。
典
嫁
を
修
疋
叉
は

補
足
す
る
に
役
立
ち
得
る
原
理
の
採
用
に
よ
り
、
歴
史
は
全
膿

と
し
て
絞
漣
し
得
る
と
の
基
礎
概
念
が
生
れ
た
。

z
q
L
q
が

そ
の
著
の
表
題
と
し
て
以
来
、
歴
史
哲
皐
な
る
名
稽
は
、
特
に

こ
の
種
の
普
遍
歴
史
に
代
用
せ
ら
る
冶
に
到
っ
た
。

歴
史
的
知
識
の
間
隙
を
担
め
ん
と
し
て
想
像
を
許
す
ぞ
常
と

し
た
震
に
、
普
遍
歴
史
と
し
て
の
『
歴
史
荷
風
?
』
は
営
然
受
〈

べ
き
不
信
用
に
陥
っ
た
。
彼
等
は
持
、
同
一
形
式
が
度
h
N

繰
返

す
傾
向
を
も
て
る
一
の
型
そ
作
る
べ
く
事
貨
を
都
合
よ
く
案
配

cf. Vico. Scienza Nuovn，宜725.(ed. 2. '730.) 
しかし、 Vicoは決して十七A世紀働関西に於げるかの皮中目的な『暦史的協疑
論』の知奇と同一でない。被は Baconに望fナる箪なるantithe::;i5ではなかワた。
Herde了， Ideen zur Philo邑ophieder lVlenschenge:，chichte， 1784・

4) 
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し
た
。
尤
も
、
図
。
向
。
-
は
、
か
》
る
粗
雑
な
考
に
満
足
せ
歩
、

ダ
ン
テ
と
ホ
1
7
!
と
の
差
異
を
、
雨
者
の
類
似
と
同
様
、
重

大
規
し
は
し
に
が
、
彼
に
あ
っ
て
も
、
歴
史
は
倫
諭
理
の
裂
を

繰
返
す
所
の
型
で
あ
っ
料
。
時
代
の
系
列
は
、
結
局
概
念
の
論

理
的
系
列
で
あ
り
、
各
概
念
は
↓
時
代
の
村
部
T
あ
っ
た
。
何

れ
に
し
て
も
、
か
く
の
如
き
考
は
、
歴
史
の
資
料
か
ら
抽
出
し

来
れ
る
に
非
ざ
る
が
故
に
歴
史
的
と
は
稽
し
得
な
い
或
物
守
、

歴
史
家
の
知
識
の
間
隙
へ
持
入
せ
し
む
る
に
到
ろ
も
の
で
あ

b
o
h
v
h
お
か
批
士
、

ー

;

5

1

1

荘
一
三
血
詔
一
日
睦
r
h
I

旬、ノ託」
'JH
り
l

り

-

1
巴
J
-
点
目

μ
H
q
0
・翻
M
Jん・

4
C
1
C
I

於
け
る
根
本
的
弱
賭

l
普
遍
歴
史
は
歴
史
の
も
ち
得
な
い
普
遍

性
を
要
求
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
貨
に
向
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
後

世
に
於
け
る
同
一
一
型
の
思
想
に
針
し
で
も
云
ひ
得
ら
れ
る
で
あ

ら
う
。
旨
句
H

の
史
的
唯
物
論
、
め
D
B自
の
一
ニ
時
代
の
法
則
、

∞
宮
古
口
市
『
の
進
化
論
、
近
く
は
ま
に
文
化
の
連
績
令
設
く

由
旬

g
町
一
角
に
到
る
迄
、
す
べ
て
こ
れ
ら
は
抽
象
的
な
型
の
上
へ

不
器
用
に
担
ね
上
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
A

は
倫
彼

等
の
功
績
巻
も
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
、
彼
等
は
人

々
に
原
理
と
研
究
方
法
の
重
要
さ
を
知
ら
し
め
た
。
第
二
、
彼

歴
史
哲
畢
に
就
い
で

等
が
従
来
の
歴
史
に
満
足
せ
す
、
よ
h
困
難
な
問
題
争
解
決
せ

ん
と
し
て
ゐ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
第
三
、
彼
等
の
結
論
は

謂
は
ば
知
識
の
現
欣
ぞ
綿
括
し
、
縫
っ
て
そ
の
快
射
に
注
意
せ

し
む
る
こ
と
に
よ
り
、
更
に
次
の
歴
史
研
究
や
刺
戟
し
た
。

州
問
、
歴
史
と
法
則
科
撃
と
の
差
異

l
ω
円
宮
司

g
F
2
2
よ
り

巧

E
o
E
Eへ。

田町一

3
8
に
あ
っ
て
は
、
法
則
が
目
的
で

あ
り
、
事
貨
は
手
段
で
あ
る
。
反
之
、
歴
史
に
あ
っ
て
は
正
に

逝
で
あ
る
。
悪
貨
が
絶
え
歩
良
貨
冶
駆
逐
す
る
か
否
か
は
、

Kν
む
粧
桝
部
省
mw
悶
閣
で
あ
わ
、
歴
史
家
ば
あ
る
特

定
揚
合
の
事
象
稜
見
の
補
助
手
段
と
し
て
こ
の
原
理
に
訴
へ
得

る
の
み
で
あ
る
。
普
遍
歴
史
の
誤
謬
は
、
事
買
を
慎
重
に
取
扱

は
な
か
っ
た
黙
に
あ
る
。
歴
史
家
の
針
象
の
も
つ
個
別
姓
と
、

の
針
象
の
も
つ
一
般
性
と
の
差
別
巻
強
調
し
た
こ
と

凹
円
ん

ω口
広
田

加
門
岡

O
E
E回一円

は

十
九
世
紀
カ宝
歴
史
哲
壊

な
し
fこ
貢
献
で
あ
っ
h 

既

∞円宮古ぬロ

F
2
0『
は
、
歴
史
の
仕
事
が
事
貨
を
決
定
す
る
に
あ
り

臼門戸。=円。

の
仕
事
が
一
般
法
則
を
決
定
す
る
に
あ
る
と
明
か
に

言
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
矛
盾
せ
る
こ
つ
の
思
想
を
も
っ
て
ゐ
大
。

一
方
で
は
、
歴
史
を
、
平
凡
な
経
験
回
仲
を
逼
ひ
廻
る
知

即
ち
、

第
三
十
二
巻

E

八
八

第
五
時
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cf. Hegel. Vorlesungen日berdie Philosophie der Geschichte. 1805-6. 
Schopenhal1eT， Die WeJt als Wille und "vorstellllng， ][819・lld. II. Kap. 38. 
Ueber Geschichte. 
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国
思
良
普
撃
に
脆
い
て

識
と
し
て
、
言
葉
を
極
め
て
軽
蔑
し
て
ゐ
る
が
、
他
方
ま
士
、

歴
史
が
人
々
に
そ
の
過
去
を
知
ら
し
め
、
彼
ら
自
身
を
理
解
せ

し
む
る
に
到
る
こ
と
を
強
調
し
向
。
所
謂
『
歴
史
哲
皐
』
へ
の
不

信
用
と
、
ま
た
出
口
n
E
o
の
如
き
『
歴
史
を

E
3
2
に
高
め
ん

と
す
る
』
試
み
の
破
綻
と
に
依
っ
て
、
十
九
世
紀
末
葉
に
は
、

E
営
な
質
面
目
な
方
法
で
歴
史
を
研
究
せ
る
人
h

は
、
皆
、
歴

史
が
個
性
の
科
壌
で
あ
る
と
云
ふ
確
信
ぞ
得
た
。
砂
}
の
確
信
は

し
か
し
、
多
く
の
揚
合
、
歴
史
と

E
2
2
と
の
混
同
を
逃
れ

し
め
得
は
し
た
が
、
そ
れ
以
上
何
物
を
な
き
し
な
る
ニ
ル
」
も
出

円
同
首
吉
田
u

∞
E
Z
E一
の
如
、
習
は
、
直
観
的
知
識

-
来
な
か
っ
た
。

や
主
張
し
た
が
、
歴
史
の
合
理
的
推
論
的
性
質
や
破
壊
し
た
。

の
如
き
も
)
個
性
の
科
撃
と
云
ふ
・
』
の
論
理
的

4
5
E
o
-
Z
E
 

怪
物
を
容
る
べ
き
揚
所
を
、
知
識
理
論
の
中
に
作
ら
ん
と
し
て

概
念
毎
二
種
に
分
っ
た
折
、
そ
の
闘
係
を
充
分
に
説
明
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
失
敗
の
積
M

倒
的
情
値
は
、
論
結

と
な
る
べ
き
民
の
問
題
を
明
か
に
し
、
従
っ
て
歴
史
が
自
然
科

曲
学
の
座
制
か
ら
股
却
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
設
し
七
賭
に

あ
る
。

第
三
十
二
巻
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問
、
個
性
的
叉
は
歴
史
的
判
断
l
o
o
-
n
o

歴
史
準
的
労

作
と
文
献
菌
学
的
批
判
と
の
経
験
に
依
り
、
出

g
E
F円
S
C
c
gは

一
八
九
三
年
、
勇
敢
に
も
萎
術
と
歴
史
と
が
同
一
物
な
り
と
結

諭
し
た
。
翠
術
家
の
仕
事
は
、
個
性
的
な
人
物
・
景
色
・
音
調
等

を
『
見
る
』
(
印
ち
直
観
)
に
あ
り
、
歴
史
家
の
仕
事
も
亦
、
個
性

的
な
歴
史
的
事
寅
巻
「
見
る
」
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ニ
れ
は
問

題
を
解
決
し
た
の
で
は
な
い
が
、
問
題
そ
行
き
つ
く
所
ま
で
行

か
し
め
た
も
の
で
あ
も
そ
の
後
、
彼
は
、
彼
の
思
想
の
逆
説

的
外
見
を
除
去
せ
ん
と
し
て
、
知
識
の
一
般
想
論
に
修
豆
を

加
へ
、
個
性
的
判
断
な
る
も
の
ぞ
主
張
し
九
。
普
通
の
論
理
事

は
、
吋
}
母
∞
一
回
可
-
な
る
個
別
判
断
ι官、

と
一
日
出
町
司
な
る
菅

遁
判
断
か
ら
巨
別
す
る
。
然
る
に
、
斗
}
】
{ω

∞
宮
司

が
歴
史
で

あ
り
、
〉
=
∞
目
白
可

カt

国
門
戸
。
ロ
円
。
で
あ
る
。
而
て
、
〉
=
∞
昂

H
M

と
云
ふ
時
、
我
々
は
斗
F

Z

H

M

な
る
も
の
を
、
常
に
眼
前
に

思
ひ
浮
べ
る
。
』
=
回
目
ω

句
と
は
、
『
こ
の
S
は
、
S
と
し
て

の
そ
の
性
質
に
於
い
て
P
で
あ
る
』
と
云
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
。

か
く
て
、
す
べ
て
の
知
識
は
歴
史
的
(
個
性
的
〉
知
識
で
あ
り
、

邑
2
2
と
は
個
性
的
闘
係
を
無
視
せ
る
歴
史
に
他
な
ら
ぬ
@

己目矛盾せる態度は、ーは十七世紀の合理主義代.、 ilsは浪漫主義運動に由
来する。
爾者は1859年 Zeitschriftfu.r von，erpsychologie und Sprachwis時 nschafl
創刊した。
lindelband， Geschichte und Naturwissenscha日， 1894・(PraludieIl， Bd. U， S. 
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国円一
8
2
の
合
理
性
は
、
〉

=m-出
回
》
な
る
形
式
に
あ
る
の
で

な
く
、

E
首
に
思
索
さ
れ
た
普
遍
概
念
大
る
賓
静
P
に
存
在
す

る
。
故
に
、
『
ア
レ
キ
サ
ン
ダ

l
四
世
は
不
時
で
あ
る
』
と
云
ふ

時
、
『
不
時
』
な
る
詰
の
中
に
、
道
徳
哲
撃
の
全
鰻
系
が
含
ま
れ

て
ゐ
る
。
此
庭
に
於
い
て
、
歴
史
と
は
、
科
準
的
な
精
確
吉
、

合
理
性
、
論
澄
性
を
飲
く
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
ニ
れ
ら
す
べ
て

を
含
み
、
而
も
そ
れ
を
越
え
、
そ
れ
を
個
性
的
知
識
の
中
に
賞

置
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
品
、
歴
史
哲
畢
の
輪
廓

歴
史
は
過
去
の
研
究
で
あ
る
。
過
去
は
既
に
生
起
し
終
れ
る

事
象
か
ら
成
立
つ
。
過
去
は
現
存
す
る
も
の
で
な
い
。
過
去
は

眼
前
に
二
れ
を
視
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
我
々
は
過
去
ぞ
直
接
知

る
の
で
な
く
、
設
揚
物
ぞ
介
し
て
知
る
の
で
あ
る
。

器
撤
物

(
叉
は
興
料
含
Z
)
は
現
寄
す
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
家
に
依
っ
て

観
ら
る
る
も
の
で
あ
る
。

設
揚
物
の
み
で
は
充
分

し
か
し
、

で
な
い
。
そ
れ
は
解
樺
さ
れ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
。
解
棒
に
は
原
理
を

必
要
と
す
る
。
こ
の
原
理
の
髄
系
が
、
部
ち
)
歴
史
の
研
究
方

回m奥
哲
撃
に
就
い
て

-T
ク-一

F
ク

法
で
あ
り
、
歴
史
の
技
術
で
あ
る
。
原
理
の
或
物
は

E
S
E口

な
性
質
を
も
ち
(
考
古
撃
、
古
す
九
害
且
午
、
古
銭
且
平
)
。
ま
た
或
物
は
哲

撃
的
で
あ
る
(
廃
奥
の
論
理
由
加
曹
、

一
方
に
は
輿
料
、
他
方
に
は
解
鰐
の
原
理
、
こ
れ
が
す
べ
て

歴
史
的
伊
的
思
想
の
二
要
素
で
あ
る
。
こ
の
雨
者
は
別
々
仁
在
在

し
、
そ
し

τ結
合
さ
る
の
で
は
な
い
。
歴
史
家
は
、
先
づ
輿
料

ぞ
蒐
集
し
、

次
に
解
四
押
す
る
の
で
は
な
い
。
彼
の
同
議
賭
は
、

未
花
解
鰐
せ
ら
れ
ざ
る
事
賓
の
蒐
集
や
静
観
に
非
守
し
て
、
研

究
主
悶
に
ゐ
間
賠
め
掛
筑
じ
あ
る
ヮ
歴
史
研
吹
は
、

そ

α主
題

を
決
定
す
る
あ
る
特
殊
の
問
題
の
上
に
、

そ
の
焦
黙
が
置
れ
る

の
で
あ
る
。
歴
史
に
闘
す
る
か
冶
る
概
念
は
、
歴
史
家
の
な
す

べ
ふ
き
選
揮
、
個
別
化
、
時
代
区
分
等
の
根
接
会
明
か
に
す
る
o
も

し
過
去
な
る
も
の
が
歴
史
家
か
ら
把
揖
さ
る
、
み
ぞ
待
っ
て
ゐ
る

現
存
事
貫
の
固
い
塊
で
あ
る
な
ら
ば
、
選
揮
、
個
別
化
、
時
代

庖
分
等
は
、
只
気
紛
れ
な
仕
方
に
於
い
て
す
る
他
は
な
い
。
選

揮
、
個
別
化
等
は
、
歴
史
研
究
の
途
上
に
起
る
問
題
の
取
扱
ひ

の
中
に
の
み
存
す
る
の
で
あ
る
。

過
去
の
事
寅
は
現
存
し
な
い
も
の
で
あ
る
故
に
、
普
遍
歴
史

第
三
十
二
巻
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12) ， cf. Crocf'， Primi ~aggi ， 1919・ζ白書r.t11'歴史は費情なる犬概念にー包接せι
る』と題する原論女、及びそれ以後の論争の抜枠を再鉱・して由る。
cf. Croce， Lo~ia， 1909; Theoria e Storia della Storiografia， Iq13・(司君t二五郎
氏課「暦奥事E惑の理論及び歴史.!l)後者は歴史哲撃に関ナる現伐に於ける最
も電要な著fffさである。
歴史に於ける類推的論法の可能性等の問題はとの論理陀侠たねぽなιぬ。
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園
周
奥
習
撃
に
就
い
て

と
し
て
表
現
せ
ら
る
も
で
も
あ
ら
う
如
き
、
過
去
の
事
賓
の
全

一
憶
と
云
ふ
様
な
物
も
、
亦
事
在
す
る
も
の
で
な
い
。
普
遍
歴

史
へ
の
試
み
は
、
常
に
失
敗
す
べ
〈
運
命
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

す
べ
て
の
歴
史
は
、
何
か
特
殊
な
も
の
の
歴
史
で
あ
る
@
我
々

の
な
し
う
る
最
善
の
も
の
も
、
向
、
ニ
の
特
殊
な
事
寅
に
闘
す

る
知
識
の
覗
献
身
殻
表
す
る
二
と
に
他
な
ら
ぬ
。
如
何
な
る
歴

史
も
、
曲
百
掘
で
あ
り
得
な
い
し
、
ま
た
決
定
的
?
あ
り
得
な
い
。

而
も
、
あ
ら
ゆ
る
歴
史
は
、
そ
れ
が
議
す
べ
く
公
言
せ
る
も
の

を
買
に
護
し
て
ゐ
る
と
の
意
味
に
於
い
て
は
、

E
に
普
遍
で
あ

り
得
る
し
、
そ
れ
が
ニ
の
主
題
に
闘
す
る
我
々
の
知
識
の
現
欣

。
伊
一
貫
に
述
べ
て
ゐ
る
と
の
意
味
に
於
い
て
は
、
決
定
的
で
も
あ

り
得
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
歴
史
は
、
そ
の
主
題
に
つ
い
て
の

研
究
に
於
け
る
進
歩
に
闘
し
て
の
現
在
へ
の
暫
定
的
報
告
で
あ

る
。
ニ
の
故
に
、
す
べ
て
の
歴
史
は
、
ま
に
歴
史
の
歴
史
で
あ
る
。

同
じ
理
由
を
以
て
、
す
べ
て
の
歴
史
は
、
歴
史
の
歴
史
と
し
て
、

必
然
的
に
現
代
へ
の
絞
漣
ぞ
貸
す
。
如
何
な
る
時
代
に
も
、
歴

史
は
新
し
く
書
き
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
は
、
正
に
此
庖
に

あ
る
。
各
人
は
各
自
の
思
想
や
以
て
歴
史
の
研
究
に
向
ひ
、
彼

第
三
十
二
巻
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現
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入
八
四

自
身
及
び
彼
の
時
代
の
特
徴
と
な
る
見
方
か
ら
そ
れ
に
近
付

〈
。
し
か
し
、
か
く
の
如
き
考
へ
は
、
決
し
て
、
歴
史
患
を
気

紛
れ
な
も
の
た
ら
し
む
る
も
の
で
な
い
。
然
ら
ば
、
シ

I
ず

l

に
針
す
る
私
の
見
解
が

如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
私
と
彼
と
は
多
く
共
通
な
過
去

を
も
っ
。
而
も
、
我
々
が
互
に
異
れ
る
民
族
で
あ
り
、
夫
々
間
内

冨
C
5
5
印。=
の
そ
れ
と
異
る
所
以
は

れ
る
文
化
L
」
呉
れ
る
時
代
に
あ
る
限
り
、
現
品
川
は
我
々
の
背
後

に
多
少
と
も
具
れ
る
過
去
舎
も
つ
。
ニ
の
故
に
、
資
料
解
探
上

の
誤
謬
は
別
と
し
て
も
、
私
と
彼
と
の
シ

l
ず

l
に
針
す
る
見

解
は
、
)
恐
ら
く
僅
か
で
は
あ
ら
う
け
れ
ど
、
明
か
に
異
る
に
遠

ひ
な
い
E

こ
の
差
異
は
決
し
て
気
紛
れ
で
は
あ
り
得
な
い
。
何

故
な
ら
ば
、

i
す
べ
て
の
誤
謬
は
別
と
し
て
|
私
は
、
彼
の
立

揚
に
立
つ
な
ら
ば
、
や
は
り
彼
の
如
き
結
論
に
達
し
に
で
も
あ

ら
・
フ
か
ら
。

最
後
に
、
過
去
は
そ
れ
自
身
は
無
な
る
が
放
に
、
過
去
自
身

に
閲
す
る
知
識
は
、
歴
史
家
の
目
標
で
は
あ
り
得
な
い
。
歴
史

家
の
目
標
は
、
思
索
す
る
人
の
目
標
と
し
て
、
現
在
に
闘
す
る

知
識
で
あ
る
。
す
べ
て
は
現
在
に
錦
し
、
現
在
を
廻
っ
て
す
べ

歴史からこの「主観性』を取除かんとナる試みは、常に不鼠面白であり、主
た絶えず失敗に絡ヨてゐる。
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て
は
動
い
て
ゐ
る
。
歴
史
家
は
、
し
か
し
、
現
在
の
特
殊
な
る

一
側
面

l
事
物
が
如
何
に
し
て
現
在
あ
る
如
き
も
の
に
な
り
来

れ
る
か
と
云
ふ
側
面
に
関
係
す
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
、
過

去
は
、
現
在
の
一
側
面
で
あ
り
、

一
機
能
な
の
で
あ
る
。

円
}
目

-[rm可

(

附

言

)

以

上

の

思

想

が

、

を

中

心

と

せ

る

現

代

の

FmroMd
初喜一日
c
m
p
t
z
n
に
通
ず
る
所
多
‘
曹
は
、
注
意
ナ
ベ
奇
事
で
あ
る

而
も
む
E
F
r
a
も
亦
、
廃
史
撃
涯
の
哲
準
的
基
礎
付
に
よ

P
、
照
史

混
と
抽
象
的
理
論
滋
と
の
論
事
を
調
停
せ
ん
と
の
企
備
を
有
し
で
ゐ

た
の
で
あ
ワ
た
。

第
三
十
二
袋

八
八
五

第
五
披

[Ge-VOl'rede. ¥¥'. Dilthey. Einleitung in die Geisteswisse!l$chaftf."n， 1883， 
回 mme!teSchriften， 1. S. XVIL) 
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